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第２７回 奈良ＣＢＣ練習会ハンド

Ｎｏ．１ Ｎｏ．２ Ｎｏ．３
♠ AJ10６２ ♠ 10６５３ ♠ K８７５２
♥ A10６４ ♥ Ａ５ ♥ 10７６２
♦ J５ ♦ QJ10８５２ ♦ ９７
♣ ７３ ♣ Q ♣ Q10

♠ ８５ ♠ KQ９７３ ♠ KQ８４ ♠ ２ ♠ Q10６ ♠ ３
♥ K２ N ♥ ８７ ♥ Q７ N ♥ KJ10９４２ ♥ K９３ N ♥ AQ４
♦ KQ10９４ W X E ♦ ６３ ♦ K７４３ W │ E ♦ Ａ９ ♦ J６４ W ─ E ♦ KQ10８３２
♣ AQ９６ S ♣ 10８４２ ♣ ８５３ S ♣ AK７４ ♣ AK８４ S ♣ ７３２

♠ ４ ♠ AJ９７ ♠ AJ９４
♥ QJ９５３ ♥ ８６３ ♥ J8５
♦ A８７２ ♦ ６ ♦ A５
♣ KＪ５ ♣ J10９６２ ♣ J９６５

Ｎｏ．４ Ｎｏ．５ Ｎｏ．６
♠ AK２ ♠ J７ ♠ KQ６５４２
♥ J３ ♥ Q９ ♥ QJ５
♦ AQ９３２ ♦ Q７６ ♦ ６
♣ J９２ ♣ KJ10８５４ ♣ A８６

♠ Q10７６ ♠ ９４ ♠ K10８４３ ♠ AQ９２ ♠ － ♠ AJ８
♥ ９７６５ N ♥ KQ10８２ ♥ ８７２ N ♥ K10５ ♥ K７３ N ♥ 10９８
♦ 10５４ W ┼ E ♦ K７ ♦ KJ10 W │ E ♦ A９３２ ♦ KQ８２ W ─ E ♦ J９７３
♣ ５３ S ♣ K10６４ ♣ A６ S ♣ ３２ ♣ KQ10７３２ S ♣ J５４

♠ J８５３ ♠ ６５ ♠ 10９７３
♥ A４ ♥ AJ６４３ ♥ A６４２
♦ J８６ ♦ ８５４ ♦ A10５４
♣ AQ８７ ♣ Q９７ ♣ ９

Ｎｏ．７ Ｎｏ．８ Ｎｏ．９
♠ K７６ ♠ K10７３ ♠ Q10８７
♥ AK９５２ ♥ Q７５４ ♥ ９６
♦ ５４ ♦ J８７ ♦ ６４２
♣ AK８ ♣ 10３ ♣ AQ６４

♠ Q10９２ ♠ ８４３ ♠ QJ９８５ ♠ A６２ ♠ A６３ ♠ KJ４
♥ 10４ N ♥ QJ６ ♥ K９ N ♥ AJ10 ♥ AKJ８４ N ♥ Q10５３
♦ A９６３ W ┼ E ♦ QJ８７ ♦ 10９６２ W X E ♦ AK５４ ♦ － W ─ E ♦ AKQJ５
♣ QJ５ S ♣ ９７２ ♣ ８７ S ♣ Q６４ ♣ KJ９５３ S ♣ ７

♠ AJ５ ♠ ４ ♠ ９５２
♥ ８７３ ♥ ８６３２ ♥ ７２
♦ K10２ ♦ Q３ ♦ 10９８７３
♣ 10６４３ ♣ AKJ９５２ ♣ 10８２

Ｎｏ．10 Ｎｏ．11 Ｎｏ．12
♠ K５２ ♠ － ♠ J10６５
♥ ６４２ ♥ AQ６５４ ♥ KQJ
♦ 10８６４ ♦ ８５３２ ♦ Q９８３
♣ J９５ ♣ AKJ８ ♣ 10８

♠ ９ ♠ １０８７４ ♠ 10９６４３ ♠ QJ５２ ♠ A９７３ ♠ K４
♥ AK10９５３ N ♥ Q８７ ♥ － N ♥ 10９８３２ ♥ ８４２ N ♥ A10７６３
♦ Q９７３ W ┼ E ♦ KJ２ ♦ QJ10９７ W X E ♦ Ａ ♦ ７５ W │ E ♦ AJ４
♣ A２ S ♣ ８７４ ♣ Q10３ S ♣ ５４２ ♣ AK６４ S ♣ Q７２

♠ AQJ６３ ♠ AK８７ ♠ Q８２
♥ J ♥ KJ７ ♥ ９５
♦ A５ ♦ K６４ ♦ K10６２
♣ KQ10６３ ♣ ９７６ ♣ J９５３
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Ｎｏ．13 Ｎｏ．14 Ｎｏ．15
♠ AJ ♠ Ａ８７５４３２ ♠ ５
♥ ７５４２ ♥ Q５ ♥ A５２
♦ AJ10６４ ♦ K４ ♦ K10９８５
♣ ９４ ♣ Q10 ♣ Q７６３

♠ Ｑ10９４ ♠ K７３２ ♠ KQ10９ ♠ － ♠ J８６４２ ♠ KQ３
♥ KQ９８ N ♥ 10６ ♥ J N ♥ Ａ10４３２ ♥ QJ10９ N ♥ K８３
♦ ８２ W ┼ E ♦ K７５ ♦ Q８５３ W Ｘ E ♦ ９６２ ♦ － W │ E ♦ AJ７６３２
♣ ８７２ S ♣ J10６３ ♣ K７６２ S ♣ AJ８５３ ♣ AK８４ S ♣ J

♠ ８６５ ♠ J６ ♠ A10９７
♥ AJ３ ♥ K９８７６ ♥ ７６４
♦ Q９３ ♦ AJ10７ ♦ Q４
♣ AKQ５ ♣ ９４ ♣ 10９５２

Ｎｏ．16 Ｎｏ．17 Ｎｏ．18
♠ AJ９３ ♠ ４３ ♠ K７３
♥ K10９３ ♥ AKQ８ ♥ 10
♦ A10 ♦ K10４３ ♦ A10８６３２
♣ AK６ ♣ Q９４ ♣ Q８５

♠ K５ ♠ Q４２ ♠ Q10６５２ ♠ J９８７ ♠ AQJ８５ ♠ 10６
♥ A６４ N ♥ ５２ ♥ ６３２ N ♥ J10９２ ♥ ７５４２ N ♥ AJ８
♦ QJ６３ W ─ E ♦ K９４２ ♦ ９ W Ｘ E ♦ ７ ♦ － W │ E ♦ K９４
♣ QJ７５ S ♣ 10８４２ ♣ J５３２ S ♣ A10７６ ♣ K10９４ S ♣ ＡJ７３２

♠ 10８７６ ♠ AK ♠ ９４２
♥ QJ８７ ♥ ５４ ♥ KQ９６３
♦ ８７５ ♦ AQJ８６５２ ♦ QＪ７５
♣ ９３ ♣ K８ ♣ ６

Ｎｏ．19 Ｎｏ．20 Ｎｏ．21
♠ K９３ ♠ ９７３ ♠ KQ８５
♥ Q８７５ ♥ QJ８７ ♥ A８６３
♦ Q２ ♦ K９３ ♦ －
♣ QJ７５ ♣ Q10６ ♣ AJ７４３

♠ ６ ♠ ８７５４ ♠ Q10６ ♠ AKJ８４２ ♠ ７６２ ♠ ４３
♥ KJ４３ N ♥ A10９６ ♥ ６４３２ N ♥ 10５ ♥ J９７ N ♥ Q10４
♦ J10７ W ─ E ♦ AK５４ ♦ AQ５ W ┼ E ♦ 10８６ ♦ KJ９６３ W │ E ♦ A10７５２
♣ AK６３２ S ♣ ４ ♣ AJ７ S ♣ K４ ♣ 10５ S ♣ Q９６

♠ AQJ10２ ♠ ５ ♠ AJ10９
♥ ２ ♥ AK９ ♥ K５２
♦ ９８６３ ♦ J７４２ ♦ Q８４
♣ 10９８ ♣ ９８５３２ ♣ K８２

Ｎｏ．22 Ｎｏ．23 Ｎｏ．24
♠ ♠ ♠
♥ ♥ ♥
♦ ♦ ♦
♣ ♣ ♣

♠ ♠ ♠ ♠ ♠ ♠
♥ N ♥ ♥ N ♥ ♥ N ♥
♦ W ─ E ♦ ♦ W ┼ E ♦ ♦ W X E ♦
♣ S ♣ ♣ S ♣ ♣ S ♣

♠ ♠ ♠
♥ ♥ ♥
♦ ♦ ♦
♣ ♣ ♣
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ビッド・プレ－についてのコメント

いろいろと独断や間違いがあると思いますので参考程度に留めてください。
NO．１

Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｗの２♦のＯＣに対して、最初パスしているＮは３♥のＩｎｖｉｔａｔｉｏｎが良い（Ｓは３ｒｄ-ｈａｎｄオープン
P　　 P　　1♥　　2♦ の弱いハンドかも知れないが・・・）。　これに対してＳは４♥をビッドすることになる。
3♥　 P　　4♥　　ｅｎｄ ４♥/Ｓ　　ＯＬ：♦Ｋ　　Ｄｅｃｌａｒｅｒから考えて、♥Ｑを出して♥Ｋをフィネスしながら♥を２巡で刈りきれ

　　（P）？ るとしても、ウイナ－は♠１♥５♦１と♦ラフ２の９個で、あと♣１個取れるか？
♥を２巡集めた後、♦Ｊを出してＷの♦Ｑに負ける。Ｗが♦１０を出すとダミ－でラフし、♠Ａを取り、

♠Ｊを引いてハンドでラフすると残りのハンドは次の様な型になっている。
♠ 10６２ ここでハンドから４枚目の♦８を出し、ダミ－から♣３をディスカ－ドしてＷに

Ｎ ♥ ６ 勝たせる！（Ｔｈｒｏｗ-ｉｎ）。Ｗが♦４を出せばダミ－から♣７を捨て、ハンド
♦ － から♣５を捨てる。（Ｌｏｓｅｒ-ｏｎ-ｌｏｓｅｒ）

♠ － ♣ ７３ ♠ K９７ 次にＷが♣の何を出しても残り４個取れて４メイクになる。Ｗが♦４を出さずに
Ｗ ♥ － Ｅ ♥ － ♣を出してもあと１個負けるだけで済み、４メイクになる。

♦ ９４ ♠ － ♦ － これが成功するのはＷのハンドで♦♣が５－４が条件である。
♣ AQ９６ ♥ Ｊ９ ♣ 10８４ Ｗの♣が３枚（♠３枚）でも成功させるには、ＯＬの♦Ｋに勝たせ、２巡目に

Ｓ ♦ ８ 勝ち、♥を集めた後、♠をハンドで２回ラフすることが必要です（但し、Ｗが
♣ KJ５ ♦６枚の時Ｅにラフされる危険性が生じるが・・・・）。

普通はＷがＯＣしているので♣Ａを持っているとして、♣ＱはＥにあることを
期待してダミ－から♣を引いてハンドから♣Ｊを出してＷから♣Ａが出て♣Ｋが取れることに賭けるのが普通ですが、上記の
様なプレ－もあります。

NO．２
Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｅのリビッドではペア－のビッドスタイルにより２♣と３♥に分かれ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ

　1♥　　P　　　1♠ ると思います。Ｅが２♣をビッドしＷが２♦をビッドするのもその意 　1♥　　P　　　1♠
P　　2♣　　P　　2♦(2NT) 味はペア－により様々です。４番目のス－ツですのでＦｏｒｃｉｎｇ P　　 3♥　　P　　 4♥
P　　3♥　　P　　　4♥ ですが単に１-Ｒｏｕｎｄ か Ｇａｍｅ-Ｆｏｒｃｉｎｇか？　また、♦がスー ｅｎｄ
ｅｎｄ ツの時と、スーツでなくパートナ－に♦にストッパ－があればＮＴはどうですかとの意味等々。

４♥／Ｅ　　ＯＬ：♦６　　Ｄｅｃｌａｒｅｒが♦Ａで勝ち、♥を集めに来た時、Ｎが♥Ａで勝ち♦Ｑを返すと
Ｓがラフし、この後Ｄｅｆｅｎｃｅ側が♠１♣２個取れて２ダウンが相場。

NO．３
Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｗの１ＮＴリビッドに対してＥのリビッドは２♦では弱すぎるので３♦をビッドする。これに対する

　P　　1♣ ＷのピットはＥには短いス－ツがありそうなので４♦レイズも考えられるが３ＮＴが普通。
P　　1♦　　P　　1NT ３ＮＴ／Ｗ　　ＯＬ：♠５　　　ＳはＯＬを♠Ａで勝ち♠を返すがＯｒｉｇｉｎａｌ ４ｔｈ-ｂｅｓｔの♠４でなく、
P　　3♦　　P　　3NT ♠Ｊを返さなければいけない！　Ｎの♠５が４ｔｈ-ｂｅｓｔ とするとＷは♠は３枚か４枚かは不明
ｅｎｄ ながら♠５より大きなカ－ドを３枚持っていて、♠４を返すと若しＷの♠が３枚の時（Ｎが５枚）

には♠の４巡目にＳのハンドでブロックしてしまう可能性が高いと考えられる。
♠Ｊを返すと♠Ｑ→♠Ｋとなり、Ｎが♠２→♣７→♠９→♠１０　となるが♦ＡでＳに入った時、♠４を出してＮで２個取れるので
１ダウンになる。最初に♠４を返すとＳでブロックするためＤｅｆｅｎｃｅ側は♠で３個しか取れなく３ＮＴをメイクされることになる。

NO．４
Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｅの１♥ＯＣにＳはネガティブダブルを掛けるので、Ｎは仕方なく♦５枚で２♦リビッドする

　P ことになり、Ｓは♥が２枚しか無く２ＮＴをビッド出来ないので４♦にレイズ（３♦へのレイズ
1♦　1♥　　 Ｘ　　　P も１１～１２ｈｃｐ位の Ｉｎｖｉｔａｔｉｏｎ のハンドを示すと考えられるので、ここでの３♦と４♦の区
2♦　 P　　4♦　　　P 別はパ－トナ－と理解を統一する必要があります）し、Ｎはパスするか５♦のゲームを

   P(5♦)  ｅｎｄ ビッドするか迷う（８枚フィットの５♦は厳しい！）。
５（４）♦/Ｎ　　　ＯＬ：♥Ｋ　　　ＯＬをダミ－の♥Ａで取り、♦Ｊを引いてそのまま流すとＥの
♦Ｋが勝ち、Ｅは♥Ｑを取り♠９を出してきた。♠Ａで勝ち５メイクにはあと全部勝つ必要が
あり、厳しい状態であるが可能性がないわけではない。♦を２回勝った後、♣で４勝出来

れば５メイクとなる。即ち、♣Ｋ10が共にＥにある場合（約１７％）にはハンドから♣を３回出す手順で４勝出来るので
これに賭ける。　尚、♣を出す順序は♣Ｊ♣９♣２で途中でＥがカバ－すれば♠でハンドに戻ること。

NO．５
Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｎの２♣のＯＣが無くてもＥ-Ｗは同じビッドになる。
P　　1♦　　 P　　 1♠ ４♠／Ｗ　　ＯＬ：♣Ｊ（ＮのハンドでのＯＬは難しく、♠７も考えられる）。
2♣　2♠　　 P　   4♠ ウイナ－は♠５♦３（♦Ｑに負けても）♣１で♥ＡがＮにあるか、♦Ｑを捕まえれば４メイク
ｅｎｄ 出来ると考えてプレ－する。ＯＬの♣Ｊに対しては１度Ｈｏｌｄ-ｕｐし、２回目に♣Ａを勝ち、

♠を集めてから♦Ｋを取り、♦Ｊを出しそのまま流す。このハンドではこれが勝てて♦で
４勝出来ることになり、♥Ａの在り処に関係なく４メイクが見えた。Ｓの♦Ｑに負けた時は、♥ＡがＮにあることに賭けて
ハンドから♥を出す（このハンドでは５メイクを試みる）。
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NO．６
Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｎの１♠ＯＣに対してＳのビッドは最初パスしているので

　 P　　　P　　1♣ 　 P　　　P　　1♣ ２♣のＣｅｕ-ｂｉｄか３♠のジャンプレイズになる。
1♠　 P　　　3♠　　P 1♠　 P　　　2♣　　P 何れにしても４♠／Ｎになる。
4♠　　ｅｎｄ 4♠　　ｅｎｄ ４♠／Ｎ　　ＯＬ：♣Ｊ　　ＯＬはハンドの♣Ａで勝ち、♣６を出し

ダミ－でラフ、♠３を引くとＷはショウアウトしてハンドから
♠Ｋを出すが、♠で２ル－ザ－出ることが判明する。Ｅが♠Ａで勝ち何お出して来てもハンドに入った最初に♠Ｑを取り
続いて、♣を出してダミ－でラフれば４メイクする（ダミ－で２回ラフすることが肝要である）。従って、最初の♠Ｋが
勝てた時は♠を続けずに♣を出してダミ－でラフしなければいけない。

NO．７
Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｓは最初パスしており、Ｎの１♠に対しては２/１・１ＮＴ-Ｆｏｒｃｉｎｇでも、１ＮＴでなく２♥

　P　　　P が良いと考えます。
1♥　　P　　2♥　　 P ４♥／Ｎ　　　ＯＬ：♦Ｑ（♦10が無いので気が進まないが・・）、♥Ｘｏｒ♣Ｘも考えられる。
3♥　　P　　4♥　　ｅｎｄ ４メイクは難しく、１ダウンが普通。

NO．８
Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ

　P 　　P 　P 　  P
P　　1NT　　P　　2♥ P　　1♦　　2♣　 　P P　　1♦　　P　 　 1♠ P　　1♦　　P　 　 1♠
P　　2♠　　 P　　　P P　 　Ｘ　　　P　　2♠ P　　2NT 　P　　　P P　　2♣　　P　 　2♦
ｅｎｄ P　　3♠　　ｅｎｄ (1NT  15-17ｈｃｐ） P　　P（2NT）　ｅｎｄ

ペア－により色々のビッドがある。１ＮＴが１５～１７ｈｃｐでもＥはＡの多い４-３-３-３のハンドなので割り引いて
１ＮＴでオープンする人もあると思います。Ｓが２♣のＯＣをするかシナイかでもビッドは違ってきます。
左端のビッドでＷの２♥はＪａｃｏｂｙＴＲ．ですが、Ｓで２♣のＯＣが掛った時（Ｈａｍｉｌｔｏｎ ＯＣとして）はどうしますか？
３♠／ＷＥ　　３メイクか１ダウンかは微妙。２♦／Ｅ　２～３メイク　２ＮＴ／Ｅは意図的にメイクするのは難しいが
成り行きでメイクすることもあり？

NO．９
Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ ＥはＷの１♥レスポンスに対して４♥をビッドするので、ＷはＥがオープンした♦が
P　　1♦　　 P　　1♥ ボイドであることは若干マイナス要因ながら、６♥は勿論、７♥も意識して４ＮＴで
P　　4♥　　P　　4NT スラムトライするが、ＥのレスポンスがＡ１枚を示すので６♥に止めることになる。
P　　5♣　　P　 　6♥ ６♥／Ｗ　　ＯＬ：♦６（♦２）？　　♥６も考えられる。♣Ａは出し難い！
ｅｎｄ ♣Ａに負けるだけで６メイクは固い。

NO．10
Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ ＢｏｔｈＶｕｌながら２♥ＯＣに対して、５－５ス－ツの強いハンドのＳは３♣をビッドし、

　 P　　1♠　　2♥ Ｎが３♠にブリファ－する。
P　　 P　　3♣　　　P ３♠／Ｓ　　ＯＬ：♥Ｋ　　次に♥Ａがリードされたのでハンドでラフする。
3♠　　ｅｎｄ ウイナ－は♣Ａに負けても♣４♦１と♠５ある。またルーザ－も♥１♦１♣１で４メイク

は確実に見える。♠Ｋ♠Ａと♠を２回集めると４－１の分かれが判明する。
ＷとＤｅｃｌａｒｅｒの♠が同数の２枚残っているが、♠を続けずに、ここで♣Ｋを出し♣Ａに負けに行くとのが大切である。
♣Ａで勝ったＷは♥10出して来るがハンドではラフせずに、♦５を捨てる（Ｌｏｓｅｒ-ｏｎ-ｌｏｓｅｒ）のも重要なポイントとなり、
４メイク出来る。若し、ここでラフするとＥの♠がＤｅｃｌａｒｅｒより長くなり、♠で２ルーザ－が出て３メイクになる。
なお、♠を３回集めてから♣Ａに負けに行くと、３巡目の♥を勝せた時に、♥の４巡目を出されると問題が生じる。
♠を２回しか集めていない場合はダミ－の♠５がガードになってラフ出来る（ＥがオーバーラフすればＳでもラフする）。

NO．11
Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｎの２♦は窮余のビッド（４ｔｈス－ツＦｏｒｃｉｎｇ、Ｎｏ．２ 参照）で他にビッドがない。

 1♣　　P　　 ３♣はＮＴは避けたいとの意思表示で♣４枚で、♥♦はドチラか５枚で♠ボイドを暗示して
1♥　　P　　1♠　　P している。
2♦　　P　　2NT　P ４♥／Ｎ　　ＯＬ：ＯＬ：♣２  ｏｒ ♠Ｑ
3♣　　P　　3♥　　P ♣２→♣６→♣Ｑ→♣Ａ　　♥が３－２か４－１の分かれなら♥５♠２♣３のウイナ－が有り
4♥　　ｅｎｄ メイク確実で♦ＡがＥにあれば５メイクも可能とみえる。

そこでハンドから♥４を出しダミ－の♥Ｋで上がるとＷはショウアウトし、♥５－０のブレイク
が判明しプレ－計画をやり直す。
♣３個と♠ＡＫのウイナ－と♥ＡＫＱＪの４個と♠の３枚目のラフ、♣の３巡目がＥでラフされた時は♦Ｋのスチールを狙う。
そこで、♣７を引いて♣Ｋ、♣Ｊを取ると♣が３－３の別れで４枚目の♣８を続けＥにラフさせると４メイク可能になる。
Ｅが♣を４枚持っている時は♣４枚目をダミ－でラフ、♥Ｊ、♠Ａ♠Ｋを勝ち♠を引いてハンドでラフすれば後♥ＡＱを
勝って４メイクする。このプレ－でキーポイントとなっているのは最初の♥をダミ－の♥Ｋで勝つことである。最初に
ハンドの♥Ａで勝った時は厄介である。
ＯＬ：♠Ｑ　　♥が３－２か４－１の分かれなら♥５♠２♣２のウイナ－が有り、♦ＡがＥにあるか♣Ｑのフィネスが効くか
♣３－３の別れなら４メイク出来ると考えて、♥Ｋを取るとＷがショウアウトしピンチとなる。♣のフィネスと♦Ｋのスチール
を狙ったプレ－を組み立てる（上述参照；Ｅの♥を１回はラフに使わせても良いと考えて）。４メイクになる。
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NO．12
Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ 最初パスしているＷの２♣はＤｒｕｒｙ Ｃｏｎｖｅｎｔｉｏｎ（♥３枚以上１０～１２ｈｃｐ）。

　P Ｄｒｕｒｙ Ｃｏｖ．に対するレスポンスとその後の展開はペア－により様々なバリエ－
P　　1♥　　P　　　2♣ ションがあります。ここでは２♦は普通の強さ（１３～１４ｈｃｐ）のオ－プンを示す
P　　2♦　　P　　3♥（２♥） （ここで直ぐ４♥をビッドするペァーもある）。
P　　4♥　　ｅｎｄ Ｗのリビッドでの２♥か３♥かは♥の枚数かハンドの強さのドチラかで使い分けて

いるペア－が多い。
４♥／Ｅ　　ＯＬ：♥５→♥２→♥Ｊ→♥３　　Ｎが次に♥Ｋを出してくれば♥Ａで勝つ。
♠Ａ♠Ｋと勝ち♠７を引いてハンドでラフ、♣で♣Ａに入り♠９を出してラフし、♣Ｑを取り♣を出してダミ－の♣Ｋを出す。
これが勝てれば♣を出してハンドでラフすると、♦Ａを取り４メイク。３巡目の♣ＫをＮがラフしても、あと♦１個負ける
だけで４メイクとなる。　切り札の長いＤｅｃｌａｒｅｒのハンドで多くラフするＤｕｍｍｙ Ｒｅｖｅｒｓａｌのプレ－です。
♥が３－２の分かれなら♥を２回集めるまでにラフされなければ他のス－ツの配置に関係なくメイク出来る。
なお、途中でダミ－で♦をラフするために、♦で１回負けに行くプレ－は♥Ｋの残っている方に勝たれ♥Ｋを出される
とメイクの方法がないことに注意。

NO．13
Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ ３ＮＴ／Ｓ　　ＯＬ：♥Ｋ　　プレ－方針は？　♥Ｋにダックするか♥Ａで勝つか？
P　　 P　　1NT　　P ♥Ａで勝ち直ぐ♦Ｑを出してフィネスをする。　Ｅの♦Ｋに勝たれて♥を返されるのが
2♣　 P　　  2♦　　P 危惧されるが、この時はＷの♥は４枚なので♥は３枚取られるのみで、あと♠１♦４
3NT　　ｅｎｄ ♣３取れるので３メイクする。Ｗの♥が５枚の時はＥから♥は返せない！

♥Ｋにダックした時、Ｗに♠にスイッチされるとダウンの可能性大となる。
ＮＴの時にＨｏｌｄ-ＵＰの要否は敵の一方の５枚ス－ツに対応するものであるので、①ダミ－と合わせて５枚の時、
Ｈｏｌｄ-ＵＰ ２回　②６枚の時Ｈｏｌｄ-ＵＰ １回　③７枚の時Ｈｏｌｄ-ＵＰなし が基本である。　このハンドはダミ－と
合わせて７枚あるのでＨｏｌｄ-ＵＰしない。

NO．14
Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｅのネガティブダブルに対してＷは１ＮＴのビッドも考えられるが、♥が Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ

　 P　　　P　　1♦ １枚なので２♣をビッドする。Ｅの３♣に対してＳが３♠をビッドするかどう 　 P　　　P　　1♦
1♠　 Ｘ　　　P　　2♣ かは微妙！　Ｓの３♠に対してＥはＷのハンドは♦と♣に絵札が集中し 1♠　 Ｘ　　　P　　2♣
2♠　3♣　　3♠　　ｅｎｄ ているとして５♣（４♣）をビッドするかも知れない（右）。 2♠　3♣　　 3♠　　P

　　（P） ３♠／Ｎ　　ＯＬ：♣Ａ　　♠３♥１♣２のルーザ－があり２ダウン　 P　　5♣　　ｅｎｄ
５♣／Ｗ　　ＯＬ：♠Ａも危険性ありと考えるなら♣10？　 （4♣）

どちらでも♣を集めたあと、♠でダミ－の♦を捨てられて５メイクする。　尚、ＯＬが♦Ｋなら１ダウンだが発見は難しい。

NO．15
Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ ２/１でものレスポンスは１ＮＴでなく２♦になる？・・・

　P　　1♠ ４♠／Ｗ　　ＯＬ：♣３　　♣Aで勝ち♣４を出してダミ－でラフし、♠Ｋを出し♠Ａが出なければ
P　　2♦　 　P　  2♥ ♦Ａを取り、ハンドから♣をディスカ－ドしてから♠Ｑを出す。この後、♥Ａと♠２個負けて４メイク
P　　3♠　 　P　　4♠ になる。ＯＬが他のス－ツでも同様に４メイクになる。ダミ－で♣を１回ラフすれば♠で２ル－ザｰ
ｅｎｄ 　（P） 出ても♣２♦1♥3♠３ ラフ１で４メイクになる。

NO．16
Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ ＮはＷの１♦にテイクアウトダブルの後、Ｓの１♥のテイクアウトに少し余裕があれば４♥が

1♦ 出来ると考え、２♦のＣｕｅ-ｂｉｄし、Ｓが２♥ならパスの予定だが、Ｓが２♠をビッドしたので
Ｘ　 　P　　1♥　　 P Ｓのハンドは少し余裕があると考えて４♥をビッドする。
2♦    P　　2♠ 　　P ４♥／Ｓ　　ＯＬ：♦Ｑ→♦Ａ→♦９→♦５　　ルーザ－を♥１♦１♠１に納めれば４メイク出来る。
4♥　　ｅｎｄ ♠が１ルーザ-になるのは、♠ＫＱＸがＷにあるか、♠ＫＱがＥＷに分かれている時なので

♠を２回ダミ－から引けるようにするため、第２トリックでは♥Ｋを出して♥Ａを追い出にかか
る。♥をダミ－で終わるように集め、♠１０を引いてそのまま流す、これがＥに負けても再度ダミ－に入り♠８を引き、
Ｗがカバ－しなければ♠Ｊを出す予定でプレ－すれば４メイク出来る。

NO．17
Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Sには予想外のNの１♦オ－プンで６♦か６ＮＴへの期待が生じるが、ビッドに困るハンド
1♦　  P　　1♠　　 P である。取りあえずの１♠にＮから１ＮＴが帰って来たので、４ＮＴ（Ｂｌａｃｋｗｏｏｄ）でＡの
1NT　P　 4NT　　P 枚数を尋ねてＡ１枚の返事なら６♦をビッドする（Ｎに♣Ａが無く打ち抜きになるかも
5♦    P　　6♦　　end 知れないが・・・・）。

なお、オーブナ－の１ＮＴリビッド後、直ぐの４ＮＴがＢｌａｃｋｗｏｏｄでなく接近原理の約束
の時は、Ｓはリビッドで３♣をビットしてからスラムトライするのが良い。

６♦／Ｎ　　ＯＬが何でも６メイクは固く、ＯＬが♣Ａ以外の時は♦を集めた後、♠Ａ♠Ｋを取ってダミ－の♦を全て走る
（ハンドでは♥４枚残す）と♣Ａを持っている方が♥が４枚であるので自動的にスクイズに掛かり７メイクになる。
尚、６ＮＴ／Ｎも６メイク。

NO．18
Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｅの１ＮＴリビッドにＷは♣４枚なので３♣ではなく、２♥の方が良い Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ

　1♣　　P　　 1♠ かもしれない。また、Ｎが２♦のＯＣすることも考えられる（右）。 　1♣ 　　P　　 1♠
P　　1NT　 P　　3♣（２♥） Ｗが強気なら５♣に到達し、弱気なら４♣止まり？ 2♦　　P　　 P　　　Ｘ
P　 4♣（3♣） P　 5♣ ５♣／Ｅ　　ＯＬ：♥Ｋ→♥２→♥10→♥Ａ　　Ｎの♥は１枚か２枚？ P　　3♣ 　　P　 　5♣
ｅｎｄ ｅｎｄ
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♣Ｑを捕まえることが出来たとしても♠ＫがＮにあればメイクはかなり厳しい状況である。
Ｎの♠Ｋに負けた時、♥を返されると♥で２ル－ザ－出るので５メイクは出来ない。即ち、Ｎの♥が１枚でなければ
５メイクは出来ないので、♣を集める前に第２トリックで♠１０を出してフィネスを行う。Ｎが♠Ｋで勝つが♥を返せない
ので♠３を返す。ダミ－で勝ち、９枚ス－ツの基本に従って♣Ａ♣Ｋと叩くとＮに♣Ｑが残るが、そのまま♠を出し続け
ハンドから♥２枚と♦１枚捨てることが出来る（Ｎに何時ラフされても構わない）ので５メイクする。
♠ＫがＮにあればＮの♥１０がシングルトンでなければ５メイクは出来ないと覚悟して、少ない可能性（約９％）に
でも賭けることも必要［Ｓに♠ＫＸ（Ｘ）がある場合（約４０％）にはメイクする］。　なお、♣Ｋ♣Ａを取ってから♠のフィネス
をするのはＮが♠Ｋを勝って♣Ｑを出すので、♦を２回ラフ出来なくなるので１ダウンになる。♣を集める前に♠のフィネ
スを行うことも重要なポイントである。なお、Ｓの♠が２枚の時（ＮがＫＸＸＸの４枚）はＮは一度ダックし、２巡目に取り、
♠を返して来た時は♣Ｊでラフすること。これが♣Ｑでオーパ－ラフされるのならダウンも仕方なし。

NO．19
Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｗの２♥レイズに対してＥのリビッドで３♥レイズか４♥のゲームビッドするか？？

　P　　1♣ このハンドは何れでも４♥／Ｅになる。
P　　1♥　　P　　　2♥ ４♥／Ｅ　　　ＯＬ：♣１０　　ダミ－の♣Ａで勝つ。　ウイナ－は♣２♦２と♥Ｑを捕まえて
P　　4♥　　P　　ｅｎｄ ４個としても２個不足で♦で１個増やせるがまだ１個不足する。
P　（3♥　　P　　　4♥) ♥Ｑの両ウエイフィネスをドチラにするかも問題でかなり厄介である。♥Ｑに負けること

（５０％の確率）を考慮すると♠をダミ－で２回ラフすることを視野に、第２トリックでは
ダミ－から♠６を引いて負ける。♠を勝った方から♣がリードされればダミ－の♣Ｋで勝ち（ハンドからは♠４）、♥Kを
取り、♥３を引いてハンドから♥１０を出すとＳがショウアウトした。♥を集めるのを中止し、♦Ａ♦Ｋを取ってから、♣と
♠でクロスラフすることで４メイクする。なお、♥Ｑのフィネスを逆方向にするべく、♥Ａを取り、♥１０を出してＳが
ショウアウトし、♥４－１の分かれが判明した時は、ダミ－の♥Ｋで勝ち、上記と同様に♦Ａ♦Ｋを取ってから、♣と♠
でクロスラフすることで４メイク出来る。
即ち、最初から♥のフィネスは考えず♥Ａ♥Ｋで♥を２回集め♦Ａ♦Ｋを取って、♣と♠Ｋクロスラフが良い。
（♥Ｑのフィネスが成功せずに３枚目の♥を返されるとウイナ-が１個不足することになる危険をさける）。

NO．20
Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｗの１ＮＴリビッドにＥは３♠をリビッドする。　３♠のリビッドにはｈｃｐ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ

　1♣ 不足と考えるなら２♦の暫定ビッド（Ｆｏｒｃｉｎｇ）も考えられるが（右）・・・  1♣
P　　1♠　　P　 　1NT ４♠／Ｅ　　　ＯＬ：♥Ｋ（Ｎは♥８を出し♥Ｑを暗示）　　次に♥Ａを取り♥９ P　　1♠　　P　 　1NT
P　　3♠　　P　　　4♠ が出され、これはハンドでラフした。 P　　2♦　　P　　　2♠
ｅｎｄ ウイナ－は♠６♦１♣２あり、♣♦のドチラかのフィネスが成功すれば P　　3♠　　P　　　4♠

４メイクは可能であるが、より確実な方法がある。 （4♠）　ｅｎｄ
最初の♥の出方から♥ＱはＮにあると推定されるので、♠をダミ－で終わるように集め、ダミ－から
♥６を引いてＮから♥Ｑが出ればハンドから♦６を捨てる。Ｎは♦か♣をリードするしか無く、何れでも残り全部勝てて
４メイクになる（Ｔｈｒｏｗ-ＩｎとＬｏｓｅｒ-ｏｎ-ｌｏｓｅｒの併用）。このハンドは♣♦のフィネスをすると、どちらも成功せず
１ダウンになる。

NO．21
Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ ＮのハンドでＳの１♠レスポンスに２♥の（セミ）リバ-スビッドも考えられるが、これに
1♣　  P　　1♠　　 P 対するＳのリビッドで可能性が高い、２ＮＴ、３ＮＴが帰ってきた時、４♠をビッドするしか
4♠　　P　 4NT　　P 方法がなく、自分のハンドを十分示せないのであまり薦めない。
5♦　　P　　6♠　　ｅｎｄ ５♦はｋｅｙ-ｃａｒｄ ３（０）枚を示す。

６♠／Ｓ　　ＯＬ：♠２　　ＯＬはハンドの♠９で勝つ。♣Ｑのフィネスが成功しない時は
ウイナ－は♠4♥2♣４でメイクにはダミ－で２回ラフが必要で、♣Ｑに負けた時ダミ－に♠が残っている必要がある。
また、ダミ－で３回ラフするプレ－はハンドへのエントリ－問題が生じる。
第２トリックでは♣Ｑのフィネスをすることが大切である。♣Ｑで勝ったＥは♠４を返してくるが、ハンドで勝ち、♦４
を出して、ダミ－の♠Ｋでラフ、♥Ｋでハンドに戻り♦８を出してダミ－の♠Ｑでラフし、♣Ｋでハンドに入り、最後の
♠を集めてから♣を走れば６メイクする。
最初にプレ－順序の緻密な立案が大切である。漠然とプレ－を開始するとエントリ－問題が生じる。
ＯＬが他のス－ツの場合も最初に♣Ｑのフィネスを行い♦をダミ－で２回ラフするプレ－をすること。

（あとがき）
今回のハンドはＤｅｃｌａｒｅｒのプレーのプランでスコアーに差の出るハンドが多くあったと思います。
Ｌｏｓｅｒ-ｏｎ-Ｌｏｓｅｒ や Ｔｈｒｏｗ-Ｉｎ（Ｎｏ．１、１０、２０）は相手のカードの分布の分析力が要求されます。　
Ｎｏ．１２のＤｕｍｍｙ Ｒｅｖｅｒｓａｌ は時々ある型ですが、成功された時のＤｅｆｅｎｃｅ側のショックが大きいです。
Ｎｏ．４、１１、１８等はメイクの可能性は厳しい中でも、可能性のあるプレーに賭けることが必要です。
ＤｅｆｅｎｃｅではＮｏ．４のプレーでは失敗しないように気を付けたいです。
やや複雑なプレーがあり、小生の思い込みや間違いがあると思いますので、疑問があればご意見下さい。

以上
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